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令和 7 年度第 2 回まちづくり協議会代表者交流会資料 

都市安全部 公園河川課 

 

公園区計画に係るアンケート調査結果及び今後の流れについて 

 

１ アンケート調査結果 

アンケート調査にご協力いただき、ありがとうございました。 

先行的に公園区計画作成にご協力いただける地区として挙手していただいた地区は６地区でし

た。集計表は下記のとおりとなっています。 

 

挙手する地区 挙手しない地区 

逆瀬台小学校区まちづくり協議会 宝塚市すみれガ丘小学校区まちづくり協議会 

安倉地区まちづくり協議会 仁川まちづくり協議会 

宝塚市西山まちづくり協議会 売布小学校区まちづくり協議会 

宝塚市長尾地区まちづくり協議会 宝塚市末成小学校地域まちづくり協議会 

宝塚小学校区まちづくり協議会 宝塚第一小学校区まちづくり協議会 

中山台コミュニティ 宝塚市高司小学校区まちづくり協議会 

 宝塚市光明地域まちづくり協議会 

 まちづくり協議会コミュニティ末広 

 宝塚市美座地域まちづくり協議会 

 宝塚市長尾台小学校区まちづくり協議会 

 小浜小学校区まちづくり協議会 

 宝塚市山本山手地区まちづくり協議会 

 宝塚市西谷地区まちづくり協議会 

 

未定 宝塚市良元地区まちづくり協議会 

 

２ アンケート調査でいただいた主な意見と対応について 

アンケート調査でいただいた主な意見と対応については、下記の表とおりです。 

挙手するまちづくり協議会からいただいた主な意見 

No. 意  見 対  応 

1 ワークショップで地域の皆さんの意見を

まとめていきたい。 

今後計画づくりを進める中で各まちづくり

協議会の方々と協議しながら進めていきた

いと考えています。 2 取組の方法、内容を調整したい。 

3 まちづくり協議会内の全ての公園を一律

に進めていくのは無理があるため、まずは
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大きな公園から試験的に進めたい。 

挙手しないまちづくり協議会からいただいた主な意見 

No. 意  見 対  応 

１ 先行的に公園区計画の作成に取り組む地

域の状況を見てから決めたい 

先行的に公園区計画の作成に取り組む地域

における取組状況や取組による成果など、

適宜情報提供させていただき、計画作成を

検討いただきたいと考えています。 

２ 現地点で、公園区計画の作成の体制づくり

ができていない 

来年度以降に計画作成がスムーズに進むよ

う、市も一緒になって計画の体制づくりを

行いたいと考えています。 

３ 他に取り組む課題があり今年度に取り組

む状況にない 

来年度以降も公園区計画の作成に取り組ん

で参りますので、状況に応じて計画作成に

取り組んでいただけたらと考えています。 

４ ハード整備が確約されていないのであれ

ば取り組む意義が無い 

老朽化した施設更新の際に地域ニーズにあ

った施設に更新ができるほか、公園区計画

で示された地域の公園の将来像達成のため

必要な公園施設整備については、国の補助

金を活用するなどして、取り組んでいきた

いと考えています。 
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３ 今後の流れについて 

【先行的に公園区計画の作成にご協力いただける地区の決定について（案）】 

先行的に公園区計画作成にご協力いただける地区として６地区挙手いただき、ありがとうござ

います。 

挙手いただいた全てのまちづくり協議会で公園区計画の作成を進めたいところですが、予算や

人員の関係上、３地区を上限にさせていただきたいと考えています。  

つきましては、抽選方式で先行的に公園区計画作成にご協力いただける地区を決定したいと考

えています。なお、抽選から外れた地区については、来年度、優先的に作成させていただきたい

と考えています。 

 

【令和８年度以降の公園区計画の作成について】 

来年度からは１年あたり５～６地区程度を目安として、令和 10 年度までの 3 年間で、全地区

の公園区計画が完成するスケジュール感で取り組みたいと考えています。 

つきましては、先行地区の状況を見ていただき、是非お声がけいただければと考えています。 

 

＜今後のスケジュール（予定）＞ 
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（参考）アンケート調査でいただいたご意見 

〇挙手するまちづくり協議会からいただいた意見 

【A まちづくり協議会】 

・ 地域の自治会で公園を利用した活動をしたいところがある。 

・ 公園の利用方法について意見のある人がいる。 

・ ワークショップで地域の皆さんの意見をまとめていきたい。 

【B まちづくり協議会】 

・ 取組の方法、内容を調整したい。 

・ まちづくり協議会内の全ての公園を一律に進めていくのは無理があるため、まずは大

きな公園から試験的に進めたい。 

※公園自体の環境整備計画（たとえば「スケートボードの練習が出来る場所づくり」要望）に合

わせて取り組みして行ければと考えています。 

〇挙手しないまちづくり協議会からいただいた意見 

【C まちづくり協議会】 

・ 現在地区内に複数の公園があり、数の不足という面では特に困っていない。 

・ 公園全体で子どもから高齢世代まである程度利用されており、ニーズにあった見直しをする

価値はあると思うが、今は他の課題の解決を優先したい。 

・ 公園の改善点や使い道については、モデル地区の進行具合を参考に、ゆっくり検討した上で

将来的には行いたい。 

【D まちづくり協議会】 

・ 他での事例を見てから進めたい。 

【E まちづくり協議会】 

・ 現時点で、公園区計画の策定の体制が整わないため。 

・ 特に、今後の公園区の公園の在り方については、子ども達や保護者、勤労世代の意見を聴取し、

勤労世代が中心となって計画を策定することが重要であると考える。 

・ 彼らが自ら計画を決め、自ら計画を実行しなければ、公園は良くならないという意識づけが必

要である。 

・ そのため、市としてもそのような体制をつくるため、まちづくり協議会だけでなく、ＰＴＡや

子ども会など関係団体への働きかけが必要と思います。 

【F まちづくり協議会】 

・ 独自でパークマネジメント計画を作成しており、地域で独自で取組む。 

・ 公園マップからガイドマップまで作成する予定であり、作業も一定進んでいる。 

【G まちづくり協議会】 

・ 公園の管理は主に自治会主導で行われており、複数の自治会が小学校区をまたいでお

りそれぞれで立ち位置が異なる。 
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【H まちづくり協議会】 

・ 多様な公園利用者の多くから意見を聞くことが必要だと思うが、今年度中にそうした

準備も含めて対応が困難かと思われるため。 

・ 計画の趣旨については理解しているため、来年度以降に向けて話し合うことができれ

ばと考えている。 

【I まちづくり協議会】 

・ ハード整備に予算がつかないのであれば、取り組む必要が無いと感じている。 

・ 利活用の観点では需要を感じていない。 

【J まちづくり協議会】 

・ 他の喫緊の課題があるため、今年度取り組める状況にない。 

・ 来年度でも可能であれば挙手したいと考えている。 

【K まちづくり協議会】 

・ 公園毎に環境が変わるのでルール変更も自治会でも困難であり、まちづくり協議会で

は対応ができない。 

・ 年５回も会議を行ってハード整備は予算が確約されていないのであれば、会議に参加

される方の時間が無駄にならないか。 

・ 公園維持管理は行政がすべきものであり、地域住民にアドプト等協力を求められても

困る。公園は年４回、道路脇は年３回除草してほしい。何故、予算が付かないかの理

由を広報誌等で市民に周知し、協力を求めるべき。 

 


